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図 1 には、ALCA プロジェクトとして開発した 20kW 級 HTS-ISM プロトタイプ機の外観写真を示す
（第一ステップとして回転子巻線のみ超伝導化し、固定子には銅巻線を適用している）。本試作では、既
存の同一出力機［2］に対して、磁気体積（電磁エネルギー変換を行う磁気回路部の体積 : 実質的には固定
子コア体積に等しい）を 70% 低減することに挑戦した。図 2 には、運転温度 77K における負荷試験結
果の一例を示すが、設計通りの同期定格出力 20kW を達成している。また、定格を超える過負荷を印加
したところ、すべり回転状態に自動的に遷移し、すべり最大出力 26.8kW（過負荷耐量）を確認するこ
とができた。本プロジェクトでは、さらに HTS-ISM 冷却用の小型 Stirling 冷凍機も開発しており、世









 図 1  20 kW 級 HTS-ISM の超伝導回転子なら
びに常伝導固定子外観写真
図 3 HTS-ISM 駆動システムの概略構成例
図 2 負荷試験結果の一例 （77 K）
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［2］  中村武恒、低温工学、vol. 47, no. 6 （2012）
pp. 384-391
［3］  中村武恒、化学工業、vol. 64, no. 6 （2013）
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窒化物半導体では、禁制帯幅を AIN の 6.0eV（波長 200nm に相当）から GaN の 3.4eV（365nm）を















LED 構造の実現［1］や基礎光物性評価［2, 3］を行ってきた。（0001）面に比べて輻射再結合確率が 2
桁程度高まっていることを時間分解分光により証明し［2］、さらに、この系特有の現象として、発光が
量子井戸面内で偏光しており、その方向が In 組成に依存することを示した［3］。最近では、GaN（1122）
基板上の AlGaN/InGaN 応力補償超格子を提案している。図 2 に示した試料の断面透過型電子顕微鏡像
から、積層構造が形成されていることがわかる。強い青色発光や光励起レーザ発振も観察され、発光層
やレーザのクラッド層として有望であることが明らかとなった。（なお、2014 年 3 月の応用物理学会に
おいて本研究を発表した博士学生が、講演奨励賞を受賞した。）さらに、深紫外域での半極性面の効果
を検証するために、半極性 AlN 基板上への AlGaN 量子井戸構造の作製と光物性評価も進めており、自
作した 210nm 帯短パルスレーザを用いた時間分解分光によって輻射再結合確率の増強を確認した。こ
れらの研究の進展を通じて、より高効率な固体発光素子を実現し、照明分野における省エネルギー化に















































ケートガラスの表面平坦性改善を試行した例を図 3 に示します。生成した BMIM-PF6 負イオンビーム


































4.4 万気圧、1000°C の雰囲気にさらす事で得ることが出来るが［1］、ミスト CVD 法では、大気圧下、500°C
の条件下で c 面サファイア基板上に高品質のα-Ga2O3 薄膜を作製する事が可能である［2］。また、その
成長メカニズムは、サンプル断面の透過型電子顕微鏡（TEM）観察により、ドメインエピタキシー成長
によるものであり、基板からの応力による拘束を強く受けている事が判明した［3］。そして、この仕組





FLOSFIA［6］と共同で行っている。さらに、α-（Al,Ga,In）2O3 混晶はバンドギャップを 3.7-9.0eV の範囲
で変調が可能であり、MOS-FET もしくは HEMT への応用が可能である。また、α-（Ga,Fe）2O3、
α-（In,Fe）2O3 はそれぞれ強磁性半導体としての性質を示し、どちらもキュリー点が 300K を超えている
事から、室温動作を目指したスピンデバイスへの応用が期待される。このように、準安定相化合物には
まだ多くの機能性材料または混晶が多く存在し、材料開発研究の大きな分野となり得る。
［1］ J. P. Remeika and M. Marezio: Appl. Phys. Lett. 8 （1966） 87
［2］ D. Shinohara and S. Fujita: Jpn. J. Appl. Phys. 47 （2008） 7311
［3］ K. Kaneko, H. Kawanowa, H. Ito, and S. Fujita: Jpn. J. Appl. Phys. 51 （2012） 020201
［4］ N. Suzuki, K. Kaneko, and S. Fujita: J. Cryst. Growth 401 （2014） 588
［5］ K. Kaneko, H. Ito, S-D. Lee, and S. Fujita: Phys. Stat. Solidi （c） 10 （2013） 1596
［6］  〒 615-8245 京都市西京区御陵大原 1-36 京大ベンチャープラザ北館 203 号室 HP: http://flosfia.com


















るキャリアは、他の陽イオンの価数の合計で決まっており、YBCO でブロック層を構成していた Cu と




長した高品質の薄膜を得ました（図 1）。Ca 濃度 x を変えた
試料について電気抵抗の温度依存性を測定した結果（図 2）、






Tc に大きな影響を与えると考えられている CuO2 面と頂点
酸素間の距離が縮んでいます。今後は、この距離を伸ばし
て、Tc を上昇させることを考えています。また、異方性を




















Language Media Processing （Kurohashi Laboratory）
http://nlp.ist.i.kyoto-u.ac.jp/
Kyoto Example Based Machine Translation System
1. Goal of the project
Kurohashi-Kawahara lab. is currently developing a system for the automatic translation of 
technical documents in Japanese, Chinese and English ［1］. This is part of an ongoing project funded 
by the Japanese Science and Technology Agency and its Chinese counterpart to improve the quality 
of technical-domain Japanese-Chinese translation. The long term goal of this project is to facilitate 
technological cooperation by allowing scientists, engineers and innovators to have access to the many 
technical documents that are only available in these languages.
2. System overview
The translation system we are developing follows the 
Example-Based translation paradigm, which was 
pioneered thirty years ago by former Kyoto University 
president Makoto Nagao. The main idea of this 
paradigm is that, if we have a large collection （in our 
case, tens of millions of words） of translated Japanese-
Ch i n e s e t e c hn i c a l  d o cumen t s （the p a r a l l e l 
examplecorpus）, we will be able to translate new 
documents bycombining the translations of the part of 
the example documents that are similar to the new 
document.
Compared with similar systems, we make a more advanced use of linguistic knowledge through 
the dependency parsing of all sentences. Dependency parsing makes explicit the head/dependent 
relationships （such as adjective/noun relationship） in a sentence and is performed automatically by 
parsers developed in our lab. Another specificity is that we actually search the whole example 
corpus for each translation. This allows us to get “translation parts” as large as possible and enables 
near-perfect translation when there exists an example sentence quasi-identical to the input.
3. Implementation
In order to achieve practical translation speed, 
the system is written mostly in C++ programming 
language, with some additional scripts written in 
Python and Perl. A web interface has also been 
developed. This interface is designed to be used 
by professional translators that will check and edit 
the translation results. This reduces the cost of 
human translation and help the evaluation of the 
system. The performance obtained is already at 
the level of similar state-of-the-art systems, and is 
expected to improve in the future. In order to 
promote collaboration and comparison, the system 
is available as open source software under a LGPL 
license at http://nlp.ist.i.kyoto-u.ac.jp/kyotoebmt..
［1］ J. Richardson, F. Cromières, T. Nakazawa and 
S. Kurohashi.. 2014. KyotoEBMT: An Example-Based Dependency-to-Dependency Translation 





Fig. 2: Web interface for translation and edition.




















図 1 に本研究の提案プロトコルの一例を示します。提案方式では、アクセス制御に LED とカメラに
よる可視光通信を用い、データ通信に 2.4/5/60GHz 帯の Wi-Fi を用います。図 2 にその手順を示します。




［参考文献］T. Nishio, R. Nishioka, M. Morikura, and K. Yamamoto, “VRMAC:A Novel WLAN 
Medium Access Control Mechanism Using LEDs and a Camera,” Proc. IEEE Globecom 2013 
Workshop on Optical Wireless Communication, Atlanta, USA, Dec. 2013.
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ングを実現した。図 1 に研究室で開発した TIA を示す。この TIA は 180nmCMOS プロセスで
10.3Gbps を達成し、従来のピーキング手法と同等の面積でありながらマスクマージン（通信規格に定め






［1］ S.Miyawaki, M. Nakamura, A. Tsuchiya, H. Onodera, “A 10.3Gbps TransImpedance Amplifier 
with Mutually Coupled Inductors in 0.18-um CMOS,” 2011 International SoC Design Conference, 
pp.223-226, Nov 2011.
［2］ 「ソレノイドインダクタ」 特願 2014-086116 
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（Concentration Time Ratio; CTR）」として知的生産性を表す定量指標を開発しました。この指標は認
知タスクの解答時間分布を分析することにより求めることができ、これまでの計測の際に問題となって
いた習熟効果をキャンセルできるメリットがあります。
この集中時間比率 CTR を指標として、タスク & アンビエント照明と従来の天井照明における知的生
産性を計測する実験を実施しました。図 2 に示すタスク & アンビエント照明は、執務机上にタスクラ
イトを設置することで天井照明を暗くすることができるため、エネルギー消費量が 40% 程度削減でき
るとともに、机上の作業領域がスポット状に照らし出されることで作業への集中が高まると言われてい
ます。実験参加者はオフィス作業の経験のある 30 ～ 50 代の男女 12 名ずつ計 24 名で、照明条件のカウ
ンターバランスを取りながら夏期の 3 日間に渡って実験に参加していただきました。照明条件以外の室
内環境条件は、室温を 26 ± 1℃、湿度を 70 ± 10％、二酸化炭素濃度を 800ppm 以下に統制しました。そ
の結果、タスク & アンビエント照明下での集中時間比率は全実験参加者の平均で 72.5%、従来の天井照








Þ Þ Þ Þ Þ Þ  











場（図 1（a）参照）を加えると、静止工程で磁化容易軸が、回転工程で磁化困難軸が配向し 2 軸が固定
されることで残りの第 2 磁化容易軸も整列し三つの結晶軸を揃えた結晶配列が実現します。実験装置と
して、図 1（b）のように、市販の永久磁石の 100～1000 倍の磁力を発生する 10 テスラ級超伝導電磁石
を用い、磁場中でサンプルを回転制御させることで配向が実現します。結果の一例として図 1（c）に高
温超伝導体 YBa2Cu4O8 粉末を室温・10 テスラの変調磁場・エポキシ樹脂中で配向・硬化させた配向体
の X 線回折パターンを示します。原理的にはα、β、γ 面の順に第一・第二磁化容易軸、磁化困難軸
が配向しますが、図 3 の結果から互いに直交する 3 つの結晶軸が変調磁場なる磁気的な効果により明確































図 1  （a）三軸磁場配向の原理。
         （b）三軸磁場配向装置（超伝導電磁石と試料回転システム）

















































（MHD: Magnetohydrodynamics）平衡・安定性の可視化を目指した軟 X 線コンピュータ断層撮影法の開
発について紹介する。







その可視化を実現する方法として、軟 X 線コンピュータ断層撮影法（Soft X-ray computer 
tomography:SXCT）が挙げられる。高温プラズマ中の電子から制動放射により放射される軟 X 線を測定


















軟 X 線計測の視線数を 60 チャンネルに増強する予定
であり、更なる高精度化と MHD 安定性の可視化に
向け実験準備を進めているところである。
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図 1  地球の磁力線と内部磁気圏（放射線帯）。
（磁気圏を横からみた図）
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